
掛川市の幼保園の経営に関する協定書 参考資料２

掛川市教育委員会（以下､「甲」という。）と （以下、「乙」という｡）
とは、幼保園の経営に関し、次のとおり協定を締結する。

（目的）
第１条 乙が運営する『 』が、掛川市が策定した「掛川市幼児教育振興計
画｣（平成１２年３月策定）及び、「掛川市<(仮称)幼保園>建設検討委員会 報告書｣（平
成１２年１２月策定）に掲げた「幼保園」の理念に基づく経営を持続していくために、
本協定を締結する。

（経営関係書類の提出）
第２条 乙は、乙が経営する幼保園に係る新年度の経営関係書類（「経営書」「教育課程
編成調査表」）を５月末日までに、甲に提出するものとする。

（「経営書」記載事項）
第３条 前条に規定する「経営書」の記載項目は、
（１）園の沿革、学区の概要
（２）園の経営構想、研修構想
（３）幼保園としての「年間指導計画」(内容項目…期毎のねらい、生活習慣、５領域のおさえ等)
（４）幼保園の「カリキュラム」（内容項目…発達過程、子どもの生活する姿、ねらい、内容等）
（４）安全計画（安全対策）
（５）教職員一覧表、園児数
（６）保育室、園庭などの配置図

（「教育課程編成調査表」記載事項）
第４条 第２条に規定する「教育課程編成調査表」の記載項目は、
（１）本年度の教育構想…地域及び園の実態、園目標と教育課題、重点目標と具体策
（２）地域に開かれた幼保園づくりの工夫…家庭や地域との連携、他の校種(小学校等)との交流

活動、園における子育て支援

（３）各種編成表…年間教育週数、一日の保育時間、学級の編制
※幼稚園部：各学期の始業日・終業日など ※保育園部：入園式・卒園式

（４）一日の流れ（幼稚園部、保育園部）

（園訪問による指導）
第５条 甲は、毎年度乙の経営する幼保園を訪問し、園の経営などについて指導・助言を
行うものとする。

２ 甲の園訪問の目的は、主として次に示す項目とする。
（１）掛川市乳幼児教育主要施策の浸透把握
（２）園状況の把握、園長の経営方針の把握
（３）保育者への指導の状況把握、園児の実態把握
（４）特別支援教育推進の状況把握（早期発見・早期発達支援の状況把握）

３ 甲の園訪問における指導・助言は、主として次に示す項目に関して行うものとする。
（１）保育参観…中心保育参観、全学級公開保育の参観
（２）園長との話し合い

園長よりの説明…園の経営方針、４月以来の取り組み状況、園内研修の推進状況の説明、
特別支援教育推進の状況説明

（３）主任との面接…自園の教育課題解決に向けて、主任としてどう力を発揮しているかについての
説明

（４）新規採用保育者との面接…自己課題に向けての取り組み状況についての説明
（５）保育者研修…園の課題解決に向けての園内研修会の状況説明

４ 園訪問は、年１～２回とし、訪問の時期及び、事前・事後の提出書類などについては、
別に通知するものとする。



（指導・指摘事項の改善）
第６条 乙は、第２条に規定する書類の提出及び、第５条に規定する訪問指導により、甲
から改善の指導又は、指摘を受けた場合は、当該事項について速やかに改善の措置をと
るものとする。

（細目協定）
第７条 この協定の細目については、別に定める。

（協定の適用）
第８条 この協定は、平成２１年４月１日から、幼保園建設に関する補助金の交付が満了
するまでの期間（平成４０年度までの期間）、効力を有するものとする。

（疑義の解決）
第９条 この協定に定めのない事項及び、この協定に関して疑義が生じた時は、法令の定
めるところによるほか、その都度、甲・乙協議して定めるものとする。
上記の協定の成立を証するため、この協定書２通を作成し、甲・乙記名押印の上、各自
その１通を所持する。

平成 年 月 日

（甲）静岡県掛川市長谷一丁目１番地の１
掛川市教育委員会 印

（乙）

印


